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平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
７
日
か
ら
19
日
ま
で
の
13
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長

よ
り
提
出
議
案
の
説
明
を
受
け
、

総
括
質
疑
後
、
請
願
と
と
も
に

所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案

２
件
が
即
日
審
議
の
上
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
３
日
間
開
催

さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
２
日
目
と
３
日
目
は
、

８
名
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る

一
般
質
問
を
行
い
、
当
局
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
各
常
任

委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を

受
け
、議
案
17
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
に
つ
い
て
は
、
１
件
を
採
択

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
の
件
名
と
審
議
結
果
は

４
ペ
ー
ジ
）

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

● 定例会のあらまし、議案審議の概要
● 一般質問、委員長報告
● 一般質問、意見書、請願
● 議案等賛否一覧表

定 例 会 会 議 日 程
（本会議）	 12月 7 日　会期の決定、諸般の報告、議案説明、総括質疑、
	 　　　　　　議案付託、請願付託、議員提出議案採決
（委員会）	 12月 9 日　総務教育常任委員会	
	 12月12日　民生常任委員会
	 12月13日　産業建設常任委員会
（本会議）	 12月14日　市政に対する一般質問
	 12月15日　市政に対する一般質問
	 12月19日　委員長報告、議案審議及び採決、請願審議及び採決

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
事
業
費
等

補
正
予
算
及
び
国
民
健
康
保
険
税
・

下
水
道
使
用
料
を
引
き
下
げ
る
条
例

改
正
な
ど
17
件
を
可
決

　
12
月
定
例
会
の
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
補
正
予
算
額
は
、
62
億
４
３
８
万

円
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
６
３
１
億
７
８
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
公
共
施
設
の
災
害

復
旧
費
、 

被
災
さ
れ
た
市
民
へ
の
災
害
義
援
金
及
び
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
、

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
費
等
の
災
害
関
連
事
業
費
、
ま
た
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
接
種
率
の
増
加
に
伴
う
予
防

接
種
事
業
費
等
と
し
て
、 

56
億
４
３
９
１
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、
交
通
事
業
特
別
会
計
の
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
安
全
航
行
が
困
難
と
な
っ
た
航
路
の
災
害
復
旧
に
か
か
る
県

へ
の
委
託
経
費
、
魚
市
場
事
業
特
別
会
計
の
震
災
に
よ
り
被
災
し
、
危
険
な

状
態
と
な
っ
て
い
る
魚
市
場
施
設
等
の
解
体
経
費
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
の
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
方
の
自
己
負
担
金
の
免
除
に
伴
う
介
護
給
付

費
等
な
ど
、
６
つ
の
特
別
会
計
で
合
計
２
億
５
０
１
４
万
円
が
追
加
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
会
計
の
補
正
予
算
は
、
市
立
病
院
事
業
会
計
の
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
旧
看
護
師
寮
の
解
体
経
費
と
し
て
収
益
的
支
出
に
１
５
０
０
万

円
を
追
加
し
、
災
害
復
旧
に
か
か
る
建
設
改
良
費
と
し
て
資
本
的
支
出
に

１
５
３
３
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
水
道
事
業
会
計
で
は
、
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
減
免
及
び
料
金
の

減
収
と
し
て
収
益
的
収
入
か
ら
１
億
７
０
７
９
万
円
を
減
額
し
、
被
災
し
た

浦
戸
海
底
管
の
本
格
復
旧
を
図
る
た
め
の
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て
資
本
的

支
出
に
２
億
８
０
０
０
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
保
険
分
の
課
税
額
を
引
き
下
げ
る

た
め
、
所
得
割
額
を
１
０
０
分
の
８
・
85
か
ら
１
０
０
分
の
８
・
10
に
、

被
保
険
者
均
等
割
額
を
３
万
２
０
０
０
円
か
ら
３
万
１
０
０
０
円
に
改
め
、

１
世
帯
当
た
り
の
平
均
改
定
率
を
△
３
・
88
％
と
す
る
「
塩
竈
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
震
災
復
興
に
向
け
た
市
民
生
活

の
一
助
と
す
る
た
め
、
一
般

汚
水
の
従
量
使
用
料
を

引
き
下
げ
、
１
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
の
平
均
改
定

率
を
△
５
・
40
％
と
す
る

「
塩
竈
市
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
４
件
、
及
び
「
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
」
な
ど
２
件
の

議
案
が
可
決
さ
れ
、
議
員

提
出
議
案
「
定
期
接
種
に

関
し
、
早
期
に
国
の
制
度

確
立
を
求
め
る
意
見
書
」

な
ど
２
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

お正月だよ！「絵本のおはなしかるたとり」（市民図書館）

塩竈市魚市場



災
害
公
営
住
宅
の
建
設
見
通
し
は

震
災
復
興
計
画
の
予
算
規
模

と
財
源
は

海
岸
通
、
や
み
市
、
本
塩
釜
駅
前

商
店
会
の
復
旧
・
復
興
は

住
宅
の
一
部
損
壊
に
対
す
る
支
援
を

2塩竈市議会だより第186号

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
案
17
件

及
び
請
願
１
件
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
長
　
阿
部
か
ほ
る

◎
議
案
第
80
～
82
号
、
第
93
・
94
号
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
〔
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る
要
望
意
見
〕

○
緊
急
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
本
市
に
配
置

さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
活
用
し
、
被
災
地
の
児
童
生
徒
と

教
職
員
や
保
護
者
等
へ
の
助
言
及
び
支
援

等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
震
災
後
、
問
題
を
抱
え
た
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
か
ら
の
相
談
件
数
も
増
加
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
と
関
係
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
連
携
並
び
に

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
来
年
度
以
降
の
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

も
検
討
を
深
め
ら
れ
、
同
事
業
の
推
進
に

よ
り
児
童
生
徒
等
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
良
好
な
就
学

環
境
の
整
備
に
努
力
さ
れ
た
い
。

民
生
常
任
委
員
長
　
　
　
　
曽
我
ミ
ヨ

◎
議
案
第
78
号
、
第
82
号
、
第
84
号
、

第
89
～
91
号
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
〔
塩
竈
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
対
す
る
要
望
意
見
〕

○
塩
竈
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
本
市
国
保
会
計
を
取
り

巻
く
状
況
が
厳
し
い
中
、
財
政
調
整
基
金
を

原
資
と
し
て
、
基
礎
課
税
額
（
医
療
保
険
分
）

の
算
定
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の

引
き
下
げ
を
行
い
、
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
市
国
保
会
計
に
お
い
て
は
、
高
い
国
保

税
の
要
因
で
あ
る
保
険
給
付
費
の
縮
減
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
診
査

の
充
実
や
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
深
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
な
お
一
層
の

収
納
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
市
町
村
国
保
の
財
政
安
定
化
を

目
的
と
し
た
都
道
府
県
を
単
位
と
す
る

広
域
化
等
、
今
後
の
制
度
改
正
の
動
き
に

つ
い
て
も
注
意
深
く
見
守
ら
れ
、
将
来
に

わ
た
り
、
安
定
し
た
運
営
が
行
わ
れ
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
〔
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る
要
望
意
見
〕

○
藤
倉
児
童
館
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
使
用
に
堪
え
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
た
児
童
館
を
、
駐
車
場

の
確
保
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
利
用
者
の

声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
復
旧
し
、
藤
倉

地
区
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
を
目
指
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
る
と

い
う
児
童
館
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
不
特
定
多
数
の
児
童
・
保
護
者

が
来
館
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
避
難
経
路

や
避
難
誘
導
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
深
め

ら
れ
、
定
期
的
な
避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
さ
れ

た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
長
　
　
香
取
嗣
雄

◎
議
案
第
79
号
、
第
82
・
83
号
、
第
85
～

88
号
、
第
92
号
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
〔
塩
竈
市
公
共
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
対
す
る
要
望
意
見
〕

○
塩
竈
中
央
公
共
駐
車
場
は
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
に
よ
り
営
業
を
休
止
し
、

９
月
補
正
予
算
に
よ
り
被
害
状
況
調
査

及
び
設
計
等
資
料
作
成
の
業
務
委
託
料
を

計
上
し
、
被
害
状
況
や
老
朽
化
の
実
態
を

調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
同
駐
車
場
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
て
商
業
環
境
の
整
備
を
目
的
と

し
て
、
商
店
街
に
来
訪
す
る
顧
客
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
目
的
等
も
勘
案
さ
れ
、

今
後
の
駐
車
場
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
を
深
め
ら
れ
た
い
。

◎
請
願
第
１
号
「
水
害
・
災
害
・
高
潮
に

強
い
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の
整
備

実
現
を
求
め
る
請
願
」
は
、
願
意
妥
当
と

認
め
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

一 　 般 　 質 　 問 　本会議における一般質問は、１2月14日、15日の２日間に８人の議員が行いました。ここでは
一般質問の中から一つ取り上げて、その要旨を掲載しています。なお、各議員が行った
一般質問の項目も掲載しています。

議
員　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
に
お
い

て
は
、
建
設
場
所
と
生
活
の
利
便
性
の
確

保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
被
災
建
物
の

解
体
後
の
跡
地
利
用
と
商
店
街
再
生
の

観
点
か
ら
一
体
的
な
計
画
の
も
と
、
町

な
か
へ
の
建
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

こ
れ
は
買
い
物
、
通
院
、
通
勤
、
通
学
な

ど
、
生
活
の
質
と
利
便
性
を
高
め
、
賑
わ

い
を
創
出
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

礎
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
人
が
住
ま
な
い

ま
ち
は
、
魅
力
の
な
い
ま
ち
と
な
り
衰
退

し
て
し
ま
う
。
災
害
公
営
住
宅
の
今
後
の

建
設
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

生
活
の
基
盤
で
あ
る
住
ま
い
の

復
興
は
、
震
災
前
の
暮
ら
し
を
一
刻
も

早
く
取
り
戻
す
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
。

早
期
整
備
が
求
め
ら
れ
る
災
害
公
営
住

宅
の
建
設
候
補
地
は
、
津
波
被
害
の
及
ば

な
か
っ
た
地
区
か
ら
ま
ず
選
定
し
て
ま

い
り
た
い
。
ま
た
戸
建
て
タ
イ
プ
の
住
宅

は
一
団
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
山
手
の
土
地
を
視
野
に

い
れ
、
さ
ら
に
集
合
住
宅
適
地
が
市
内
の

中
に
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
災
者

の
方
々
の
ニ
ー
ズ
、
利
便
性
等
を
考
慮
し

建
設
候
補
地
を
選
定
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

本
市
の
震
災
復
興
に
係
る
事
業

規
模
と
財
源
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。
市
の
財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
と
、

今
後
の
経
済
活
動
や
市
政
運
営
が
停
滞

す
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
・
県

か
ら
の
復
興
資
金
の
状
況
、
市
の
財
政
負

担
や
起
債
等
の
償
還
額
・
償
還
期
間
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
震
災
復
興
計

画
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
優
先

課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　
現
時
点
で
の
復
旧
・
復
興
事
業
に

係
る
事
業
費
は
約
１
１
１
８
億
円
に
な

る
。
今
後
の
復
興
交
付
金
事
業
は
地
方
負

担
分
が
復
興
交
付
金
と
特
別
交
付
税
で

補
て
ん
さ
れ
復
興
事
業
の
財
源
は
全
額

国
費
で
賄
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
復
興
交
付
金
や
特
別
交
付
税

な
ど
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
の
負
担
を
で
き
る
限
り
軽
減
し
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
分
野
の
支
援
策
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。
復
興
計
画
の
事
業

実
施
に
あ
た
っ
て
の
優
先
課
題
は
、
個
々

の
事
業
を
勘
案
し
、
災
害
復
旧
、
生
活
再

建
、
雇
用
の
創
出
な
ど
と
と
ら
え
て
お
り
、

緊
急
性
の
高
い
こ
れ
ら
の
事
業
を
優
先

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　
海
岸
通
・
や
み
市
は
津
波
被
害
で

店
舗
が
解
体
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
海
岸
通

商
店
街
周
辺
の
か
さ
上
げ
対
策
と
再
開

発
、
及
び
や
み
市
の
再
生
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
国
・
県
の
グ
ル
ー
プ
化
補
助

金
２
次
募
集
に
お
い
て
、
本
塩
釜
駅
前
商

店
会
グ
ル
ー
プ
33
社
、
水
産
加
工
業
グ
ル

ー
プ
48
社
が
採
択
さ
れ
た
が
、
３
次
募
集

で
異
業
種
グ
ル
ー
プ
41
社
が
不
採
択
と

な
っ
た
。
当
該
事
業
に
か
か
る
国
へ
の
予

算
増
額
と
異
業
種
グ
ル
ー
プ
採
択
に
向

け
た
働
き
か
け
は
。
ま
た
、
本
塩
釜
駅
前

商
店
会
の
か
さ
上
げ
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

市
長　

海
岸
通
地
区
の
市
街
地
再
開
発

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
自
発
的
な
動
き
に

対
し
活
動
を
実
現
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
行
政
の
役
割
と
認
識
し

て
い
る
。
中
小
企
業
等
の
グ
ル
ー
プ
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
国
に
対
し
さ
ら
な
る
支
援

制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
塩
釜
駅
前
商
店

会
地
区
に
お
け
る
か
さ
上
げ
対
策
に
つ

い
て
は
、
従
前
の
機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
な
復
旧
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

本
市
で
は
東
日
本
大
震
災
で
一

部
損
壊
と
の
認
定
を
受
け
た
住
宅
は
、
被

災
住
宅
の
中
で
最
も
多
い
件
数
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
住
宅
は
国
か
ら
の
支

援
や
市
の
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
本
市
独
自
の
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
多
賀
城
市
は
11
月
か
ら
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
や
応
急
修
理
制
度

の
対
象
と
な
ら
な
い
一
部
損
壊
の
住
宅

に
対
し
補
修
費
の
一
部
に
補
助
を
行
い
、

同
様
に
利
府
町
も
行
っ
て
い
る
。
県
の
復

興
基
金
交
付
金
を
活
用
し
一
部
損
壊
住

宅
に
対
す
る
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
は
。

市
長　

本
市
の
一
部
損
壊
住
宅
の
方
々

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
補

助
や
見
舞
金
の
支
給
は
行
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
本
市
で
は
被
災
の
大
き
い
全

壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
の
方
々
に
対
し

て
、
市
独
自
事
業
と
し
て
災
害
見
舞
金
の

支
給
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
手
厚
い
支

援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
理
解
を
願
い

た
い
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
引

き
続
き
で
き
得
る
限
り
の
支
援
を
行
い
、

一
部
損
壊
住
宅
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
化
補
助
金

　
②
魚
市
場
の
改
築

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
震
災
復
興
計
画　
②
被
災
店
舗
へ
の

　
支
援　
③
放
射
線
対
策
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
震
災
復
興　
②
水
害
対
策　

　
③
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
大
震
災
の
検
証　

 

②
商
店
街
の
再
生

　
計
画　
③
観
光
対
策
な
ど

委
員
長
報
告

仮設住宅（伊保石）

塩竈市震災復興計画

本塩釜駅前

被災者総合相談窓口

日
本
共
産
党
塩
釜
市
議
団

曽
　
我
　
ミ
　
ヨ

自
由
民
主
の
会

阿
部
　
か
ほ
る

自
由
民
主
の
会

西
　
村
　
勝
　
男

日
本
共
産
党
塩
釜
市
議
団

伊
　
勢
　
由
　
典



塩
竈
市
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
は

具
体
的
復
興
事
業
の
進
め
方
は

基
幹
産
業
に
お
け
る
成
長
戦
略
は

避
難
所
の
運
営
訓
練
は
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一 　 般 　 質 　 問
議
員　

塩
竈
市
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
ま
ず
本
市
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
、
水
産
加
工
業
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
し
て
い
く
の
か
。

　
次
に
、
商
工
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
商
都
塩
竈
を
取
り
戻
し
た
い
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
水
産
業
・
水
産
加
工
業
等
の
本
市

基
幹
産
業
に
つ
い
て
は
、
県
内
漁
港
の
被

害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
市
は
県

内
の
水
産
業
の
受
け
皿
的
な
役
割
を
担

う
も
の
と
考
え
る
。
幅
広
い
魚
種
に
対
応

し
た
冷
蔵
庫
整
備
へ
の
支
援
、
建
屋
の
整

備
と
高
度
衛
生
化
、
水
産
加
工
団
地
へ
の

新
規
企
業
の
誘
致
な
ど
を
震
災
復
興
計

画
に
掲
げ
次
世
代
の
水
産
基
盤
を
構
築

し
水
揚
げ
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
商
工
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
り
災

商
店
再
生
支
援
事
業
に
よ
り
再
開
支
援

に
努
め
、
個
々
の
店
舗
の
魅
力
を
向
上
さ

せ
る
「
商
人
塾
」
な
ど
の
事
業
を
継
続
し
、

商
店
街
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動

を
後
押
し
す
る
な
ど
、
今
後
も
商
業
者
の

方
々
と
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

議
員　
12
月
２
日
に
、
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
ま
た
国
で
は
第
３

次
補
正
予
算
と
復
興
特
区
法
が
可
決
成

立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
市
は
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
復
興
事
業
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。
復
興
計
画
の
５
つ
の
方

針
、
①
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
再
建
、
②
安

全
な
地
域
づ
く
り
、
③
産
業
・
経
済
の
復

興
、
④
放
射
能
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
、

⑤
浦
戸
地
区
の
復
興
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
復
興
事
業
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

市
長　
①
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
再
建
で

は
、
被
災
市
街
地
の
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
22
事
業
で
３
６
４
億
円
で
あ
る
。

②
安
全
な
地
域
づ
く
り
で
は
、
街
路
整

備
、
道
路
整
備
な
ど
36
事
業
で
約
98
億

円
で
あ
る
。
③
産
業
・
経
済
の
復
興
で
は
、

水
産
施
設
復
興
整
備
事
業
、
魚
市
場
の

建
屋
や
施
設
整
備
な
ど
12
事
業
で
約

１
９
１
億
円
で
あ
る
。
④
放
射
能
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
で
は
、
市
内
各
地
点
や

水
産
品
・
水
産
加
工
品
の
測
定
な
ど
の
事

業
に
一
定
程
度
の
金
額
を
計
上
し
て
い

る
。
⑤
浦
戸
地
区
の
復
興
で
は
、
浦
戸
の

災
害
公
営
住
宅
、
高
台
移
転
な
ど
22
事
業

で
97
億
円
で
あ
る
。

議
員　

本
市
の
長
年
の
課
題
は
水
産
業

の
再
生
で
あ
る
。
二
十
数
年
来
、
水
揚
げ

高
の
右
肩
下
が
り
が
水
産
を
初
め
景
気

や
雇
用
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。
魚
市
場

の
充
実
と
仲
卸
と
の
一
体
化
や
、
海
辺
の

食
事
処
の
整
備
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

水
産
の
魅
力
を
生
か
し
た
総
合
的
な
観

光
ゾ
ー
ン
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
水
産

業
の
成
長
戦
略
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

市
長　

平
成
22
年
度
か
ら
水
産
庁
の
調

査
費
補
助
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
水
産

業
の
活
性
化
に
向
け
た
漁
港
高
度
化
利

用
促
進
事
業
の
取
り
組
み
を
始
め
て
お

り
、
地
域
水
産
業
活
性
化
検
討
協
議
会
を

開
催
し
て
い
る
。
協
議
会
委
員
に
は
業
界

関
係
者
や
県
・
市
も
参
画
し
、
漁
港
地
区

の
活
性
化
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
議
論
し
て
い
る
。
魚
市
場
や
仲
卸

市
場
の
面
的
な
活
用
方
策
に
つ
い
て
は
、

観
光
や
食
育
の
拠
点
と
な
る
よ
う
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
等
が
必
要
と
協
議
会
か

ら
提
言
を
受
け
て
い
る
。
今
後
は
漁
港
と

港
湾
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
提
言
を
柔

軟
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
本
市
な
ら
で
は

の
復
興
の
道
筋
を
歩
む
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

　
②
職
員
の
定
数
削
減
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
北
浜
藤
倉
・
中
心
商
店
街
の
復
興

　
②
魚
市
場
等
の
復
興
特
区
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
政
治
姿
勢　
②
児
童
等
の
虫
歯
対
策

　
③
投
票
率
低
下
対
策
な
ど

※ 一般質問とは … 特定の議案とは関係なく、広く市政に関し説明を求めたり、
　　　　　　　　　疑問をただしたりすることをいいます。

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り　

　
②
仮
設
住
宅
な
ど

議
員　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
避
難
所

運
営
の
体
験
型
訓
練
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」（
ハ
グ
）

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
は
、

参
加
者
が
避
難
所
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を

模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
で
、
避
難
所
を
運

営
す
る
際
の
優
先
順
位
や
避
難
者
配
置

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
各

地
域
な
ど
の
避
難
所
運
営
訓
練
に
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

よ
り
良
い
避
難
所
運
営
を
行
う

た
め
に
は
、
市
職
員
や
地
元
住
民
も
含
め

た
避
難
所
運
営
の
研
修
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
提
案
の
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

Ｈ
Ｕ
Ｇ
は
、
避
難
所
運
営
の
模
擬
体
験
を

ゲ
ー
ム
形
式
で
行
う
こ
と
は
、
参
加
し
や

す
く
、
ま
た
避
難
所
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
に
ど
う
対
応
し
た
ら
良
い
か

を
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
理
解
し
、
災
害
弱
者

に
対
す
る
配
慮
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
有
効
な
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
避
難

所
運
営
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
請
願
は
１
件

で
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
採
択
し
た
も
の

▼
水
害
・
災
害
・
高
潮
に
強
い
安
心
・
安
全

な
生
活
環
境
の
整
備
実
現
を
求
め
る
請
願

　

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は

次
の
２
件
で
す
。

▼
定
期
接
種
に
関
し
、
早
期
に
国
の
制
度

確
立
を
求
め
る
意
見
書

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
緊
急
促
進
事
業
は
、
平
成
22
年
度

補
正
予
算
の
成
立
の
11
月
26
日
か
ら
平
成

23
年
度
末
ま
で
の
時
限
立
法
と
し
て
実
施

さ
れ
て
き
た
が
、
当
該
対
象
者
に
十
分
に

行
き
渡
っ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｖ
Ｐ
Ｄ
（
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る

病
気
）
と
し
て
、
上
記
３
種
の
み
な
ら
ず

多
く
の
疾
病
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
本
来

こ
の
よ
う
な
短
期
の
臨
時
事
業
で
終
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
継
続
し
て
公
費

負
担
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
国
民
の

健
康
維
持
増
進
に
大
き
く
力
を
発
揮
す
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
地
元

自
治
体
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
国

の
財
政
支
援
を
明
確
に
し
た
上
で
、
早
期

に
左
記
の
制
度
を
確
立
さ
れ
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

記

 

１ 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

　
　

ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌

　
　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
定
期
接
種

　
　

化
ま
で
の
間
の
臨
時
促
進
事
業
を

　
　

継
続
す
る
こ
と
。

 

２ 

高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク

　
　

チ
ン
を
含
む
Ｖ
Ｐ
Ｄ
に
対
す
る
公
費

　
　

定
期
接
種
の
継
続
及
び
拡
大
を
図
る

　
　

こ
と
。

 

３ 

安
心
し
て
平
等
に
受
け
ら
れ
る
予
防

　
　

接
種
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
。

▼
父
子
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

　

本
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
っ
て
、
大
変
に
多
く
の
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
は

今
な
お
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
、
一
日
も
早
い
生
活
再
建
と
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
第
１
７
７
回
国
会
に

お
い
て
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
が

成
立
し
ま
し
た
。
同
法
（
第
２
条
第
２
号
）

に
は
、
被
災
地
域
の
住
民
の
意
向
が
尊
重

さ
れ
、
あ
わ
せ
て
女
性
、
子
ど
も
、
障

が
い
者
等
を
含
め
た
多
様
な
国
民
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
と
記
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
回
の
大
震
災
で
父
子
家
庭

と
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
支
援
が
思
う
よ
う

に
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
生
活
実
態

は
、
離
別
と
は
異
な
り
、
妻
を
突
然
失
い
、

生
業
や
住
居
を
失
い
、
さ
ら
に
は
家
や

車
の
債
務
を
負
う
と
い
う
状
態
に
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
仕
事
を
求
め
て

故
郷
を
離
れ
る
方
々
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

孤
立
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
と
き
に
は

子
ど
も
を
置
い
て
追
い
詰
め
ら
れ
て
自
ら

命
を
絶
つ
ケ
ー
ス
も
報
道
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
こ
う
し
た
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
、
対
象
が
「
母
子
家
庭
」
に

限
ら
れ
て
い
る
諸
制
度
に
関
し
て
、「
父
子

家
庭
」
に
つ
い
て
も
支
援
対
象
と
さ
れ
る

よ
う
、
左
記
対
策
に
つ
い
て
の
早
急
な

実
施
を
求
め
ま
す
。記

 

１ 

遺
族
基
礎
年
金
の
父
子
家
庭
へ
の

　
　

支
援
策
と
し
て
、
死
別
の
父
子
家
庭

　
　

の
父
に
お
い
て
も
支
給
対
象
と
す
る

　
　

と
と
も
に
、
父
と
子
が
共
に
暮
ら
し

　
　

て
い
て
も
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が

　
　

支
給
さ
れ
る
よ
う
改
正
す
る
こ
と
。

 

２ 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
さ
れ
た

　
　

父
子
家
庭
支
援
と
し
て
、
早
急
に
、

　
　

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
、
高
等

　
　

技
能
訓
練
促
進
費
事
業
及
び
特
定

　
　

就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金
の

　
　

対
象
を
父
子
家
庭
に
も
拡
大
す
る
こ
と
。

本
会
議
で
可
決
さ
れ
た

請
願
及
び
意
見
書

水産加工団地（新浜町）

震災復興計画地区懇談会

塩竈市魚市場

新
生
ク
ラ
ブ

佐
　
藤
　
英
　
治

公
明
党小

　
野
　
幸
　
男

新
生
ク
ラ
ブ

志
子
田
　
吉
晃

か
い
し
ん

田
　
中
　
徳
　
寿

指定避難所（塩竈市公民館）

意
見
書

請
　
願



4塩竈市議会だより第186号

　

市
議
会
だ
よ
り
第
１
８
６
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
10

か
月
が
経
過
し
て
い
る
も
の
の
、

い
ま
だ
市
民
生
活
に
は
大
き
な
影

響
が
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
た
な
年
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
た
ち
塩
竈

市
議
会
も
、
市
民
の
皆
様
や
市
長
と

と
も
に
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
各
位
の
ご
協
力
を
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長 　
浅　
野　
敏　
江

副
委
員
長 　
伊　
勢　
由　
典

委　
　
員 　
阿　
部　
か
ほ
る

委　
　
員 　
鎌　
田　
礼　
二

編
集
後
記

次
回
の
定
例
会
は

２
月
23
日 

㈭

開
会
予
定
で
す

○： 議案等に対して賛成
×： 議案等に対して反対　　／： 議長は採決に加わりません議案等賛否一覧表

会
議
名

会 派 名・議 員 氏 名

議 案 番 号・件 名

公明党 自由民主の会 日本共産党
塩釜市議団 かいしん 新生クラブ

審 議 結 果浅
野
　
敏
江

小
野
　
幸
男

嶺
岸
　
淳
一

香
取
　
嗣
雄

阿
部
か
ほ
る

西
村
　
勝
男

鈴
木
　
昭
一

高
橋
　
卓
也

小
野
　
絹
子

伊
勢
　
由
典

曽
我
　
ミ
ヨ

田
中
　
徳
寿

志
賀
　
勝
利

菊
地
　 
進

志
子
田
吉
晃

鎌
田
　
礼
二

伊
藤
　
栄
一

佐
藤
　
英
治

12
月
定
例
会

議 案 第 78号 塩竈市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 79号 塩竈市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 80号 塩竈市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 81号 ふるさとしおがま復興基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 82号 平成23年度塩竈市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 83号 平成23年度塩竈市交通事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 84号 平成23年度塩竈市国民健康保険事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 85号 平成23年度塩竈市魚市場事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 86号 平成23年度塩竈市下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 87号 平成23年度塩竈市公共駐車場事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 88号 平成23年度塩竈市漁業集落排水事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 89号 平成23年度塩竈市介護保険事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 90号 平成23年度塩竈市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 91号 平成23年度塩竈市立病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 92号 平成23年度塩竈市水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 93号 工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 94号 塩竈市スポーツ施設の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 員 提 出
議 案 第 9 号 定期接種に関し、早期に国の制度確立を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 員 提 出
議 案 第10号 父子家庭に対する支援の充実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請 願 第 1 号 水害・災害・高潮に強い安心・安全な生活環境の整備
実現を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

11
月
臨
時
会

議 案 第 75号
一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の職員の
給与に関する条例等の一部を改正する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 76号 工事請負契約の締結について
（藤倉排水機場・藤倉第二ポンプ場電気設備） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 77号 工事請負契約の締結について
（藤倉汚水ポンプ場機械設備） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

定
例
会
・
常
任
委
員
会

傍
聴
の
お
知
ら
せ

▼
定
例
会

　

定
例
会
は
、
年
４
回
（
２
月
・

６
月
・
９
月
・
12
月
）
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
を

さ
れ
る
方
は
本
庁
４
階
の
傍
聴
席
へ

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
傍
聴
の
際
は
、
携
帯
電
話

を
お
持
ち
の
方
は
、
電
源
を
切
っ
て

か
ら
入
室
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単

な
手
続
き
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

一
般
傍
聴
人
の
定
員
は
７
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
傍
聴
人
は
、「
委
員

会
傍
聴
に
関
す
る
留
意
事
項
」
を

厳
守
し
て
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
申
込
手
続
き
は
次
の

と
お
り
で
す
。

記

○
受
付
時
間
は
、
委
員
会
開
会
時
刻

の
１
時
間
前
か
ら
30
分
間

○
受
付
場
所
は
、
市
役
所
委
員
会
室

（
３
階
）

※
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
議
事

調
査
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電 

話 

３
６
４
‐
１
２
１
４
ま
で

年賀状などの挨拶禁止について

　公職選挙法の規定により、議員は選挙区内で、答礼のための
自筆によるものを除き、年賀状を出すことが禁止されております。
　市民の皆様のご理解をお願いいたします。

塩竈市議会議員一同　


